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引っ越しが決まったら水道部へ届け出を

住民異動などの届け出は忘れずに
　就職や転勤など住民異動の多い時期です。住所などを異動したときは、住民異動の
手続きと併せて、国民健康保険（国保）や年金などの手続きも必要です。
受付時間　８時30分～17時15分（土・日曜日、祝日を除く）
手�続きの方法　本人確認ができる物（運転免許証、パスポート、保険証など）を持参し、
市民課、または各支所地域振興課へ
※同一世帯以外の人が代理人として届け出をする場合は、委任状と印鑑が必要です。

　
引
っ
越
し
が
決
ま
っ
た
ら
、
早
め
に
水
道

部
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
が
な
い
と
、
使
用
し
て
い
な
く
て
も

基
本
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
　

※
水
道
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
手
続
き
が

で
き
ま
す
。

問
水
道
部
管
理
課

　
☎
０
８
４
８・64・２
２
４
３

異動の種類 届け出る内容

市内での転居

市外への転出

お客様番号、現住所、名前、引
っ越しする日、引っ越し先の
住所、電話番号
※市内での転居は、引き続き
同じ口座での引き落としがで
きます。希望する人は、手続
きの際に申し出てください。

市外からの転入 新住所、名前、電話番号、使
用を開始する日

異動の種類 届け出に必要な物

転出（市外への引越し）

届け出に来た人の印鑑　
国民健康保険被保険者証…………国民健康保険の加入者　
後期高齢者医療被保険者証………後期高齢者医療保険の加入者　
介護保険被保険者証………………65歳以上の人、40～64歳で認定を受けている人

転入（市外からの引越し）　
※住み始めた日から14日以内
に届け出をしてください。

届け出に来た人の印鑑　
転出証明書…………………………前住所地の市区町村で発行　
（県内からの転入）後期高齢者医療被保険者証………………後期高齢者医療保険の加入者　
（県外からの転入）後期高齢者医療負担区分等証明書………後期高齢者医療保険の加入者　
介護保険受給資格証明書…………要介護の認定を受けている人　
年金証書……………………………年金を受給している人　
住基カード…………………………前住所地で住基カードの交付を受けている人　
在留カード（旧外国人登録証）または特別永住者証明書……外国人住民

転居（市内の引越し）
※転居した日から14日以内に
届け出をしてください。

届け出に来た人の印鑑　
国民健康保険被保険者証…………国民健康保険の加入者　
後期高齢者医療被保険者証………後期高齢者医療保険の加入者　
介護保険被保険者証………………65歳以上の人、40～64歳で認定を受けている人　
年金証書……………………………年金を受給している人　
住基カード…………………………住基カードの交付を受けている人　
在留カード（旧外国人登録証）または特別永住者証明書……外国人住民

世帯主の変更　
※変更があった日から14日以
内に届け出をしてください。

届け出に来た人の印鑑　
国民健康保険被保険者証…………国民健康保険の加入世帯

※住民票の写し・印鑑登録証明書・所得証明書などは、自動交付機（市役所本庁北側出入り口）や保健福祉課（サン・シープラザ３
階）でも発行しています。なお、自動交付機を利用するには、暗証番号を登録した市民カードが必要です。

お客様番号

　��市民課（市役所本庁１階）　☎0848・67・6047、本郷支所地域振興課　☎0848・86・1111、
　　久井支所地域振興課　☎0847・32・7111、大和支所地域振興課　☎0847・33・0222
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三原公共下水道事業

 平成27年 3 月 供用開始区域図
               既に供用開始された区域

               平成27年供用開始区域

Ｎ

Ｓ

本 郷 地 区

空港周辺地区

三原公共下水道事業

 平成27年 3 月 供用開始区域図
               既に供用開始された区域

               平成27年供用開始区域

Ｎ

Ｓ

市 街 地 区

三原地域

沼田西地区

空港周辺地区

■ 既に使用できる区域

■ 新たに使用できる区域

■ 既に使用できる区域

■ 新たに使用できる区域

　
今
月
31
日（
火
）か
ら
、
図
の
■
の
区
域
で
新
た
に
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
使
用
可
能
区
域
の
中
で
、公
共
下
水
道
に
接
続
し
て
い
る
世
帯
は
、１
月
現
在
で
約
80
％

で
す
。
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
悪
臭
や
害
虫
の
発
生
が
防
げ
、
衛
生
的
で
快
適
な
生
活

が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
、
川
や
海
の
水
質
保
全
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

※
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
す
る
人
は
、
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
下
水
道
管
理
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
新
た
に
使
用
可
能
と
な
る
区
域（
約
29
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
５
９
９
世
帯
、
１
，３
５
３
人
）

旭
町
二
丁
目
、
城
町
三
丁
目
、
中
之
町
一
丁
目
、
港
町
一
丁
目
、
西
町
二
丁
目
、
宮
浦

三・四・五
丁
目
、
皆
実
一・二・三・五
丁
目
、
西
宮
一・二
丁
目
、
新
倉
一・二
丁
目
、
和

田
二
丁
目
、
貝
野
町
、
沼
田
西
町
惣
定
、
本
郷
南
一・三・四
丁
目
、
本
郷
北
三
丁
目
、
本

郷
町
船
木
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
地
域

公
共
下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
が

広
が
り
ま
す

―
区
域
内
の
人
は
接
続
し
ま
し
ょ
う
―

問下水道管理課　☎0848・67・6049

本郷地域
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先
月
19
日
、
第
７
回
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
公

開
審
査
が
行
わ
れ
、
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
今

年
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、“
三
原
の
四
季
と
城
下
町
”の

テ
ー
マ
の
も
と
、
県
内
外
か
ら
２
５
９
人
、
合
計
６

１
９
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
色
鮮
や
か
な
紅
葉
や
情
緒
あ
ふ
れ
る
城
下
町
の
風

景
な
ど
、
三
原
の
魅
力
を
収
め
た
力
作
の
中
か
ら
、

大
賞
な
ど
19
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

入 

選
＝
荒
木
忠
義（
広
島
市
）、
法
代

地 

昭
年（
皆
実
）、
光
成
郁
夫（
福

山
市
）、
那
賀 

悟（
東
町
）、
土
岸 

美
代
子（
和
田
）

佳 

作
＝
谷
岡 

隆（
呉
市
）、杉
森
義
人

（
本
郷
北
）、後
川
正
俊（
福
山
市
）、

仮
野 

宏（
広
島
市
）、
新
原
勝
彦

（
大
和
町
）

特 

別
賞・
み
は
ら
新
魅
力
発
見
賞
＝

黒
塚
保
之（
尾
道
市
）、
上
川
良
樹

（
幸
崎
）

第
７
回
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
が
決
定

問
観
光
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
１
４

と 　き　15日（日）～25日（水）９時～19時
※土・日曜日、祝日は10時～18時。
と ころ　うきしろロビー（JR三原駅構内）

入賞作品の展示

大賞・全日本写真連盟賞
　「寂」 新岡康生（竹原市）
　撮 影 日　平成26年２月
　撮影場所　三景園（本郷町善入寺）

金�賞　「夜空に舞う」 高橋純寿（尾道市）

銀�賞　「海霧（A）」 管原正人（呉市） 銀�賞　「神明の里  幻想」 
藤原敏明（中之町）

銅�

賞
　｢

広
島
空
港  

夕
景｣ 

増
田
洋
二（
東
広
島
市
）

銅
賞
　｢

神
明
の
鐘｣

　
松
岡
正
明（
福
山
市
）

銅�

賞
　｢

ボ
ケ
っ
と
で
き

ま
線｣ 

柚
木
正
稔（
広

島
市
）

入場料無料
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加
入
者
み
ん
な
で
健
康
を
支
え
合
う
国
民
健
康
保
険

　
国
民
健
康
保
険(

国
保)

は
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
74
歳
ま
で
の
人
が
、
病
気

や
け
が
を
し
た
と
き
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
の
医
療
保
険
制
度
で
す
。

 　
国
保
へ
の
加
入・脱
退
な
ど
の
手
続
き
は
、

世
帯
主
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
世
帯
員
に
よ
る

届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
表
１
に
当
て
は
ま
る
と
き
は
、
14
日
以
内

に
市
民
課（
市
役
所
本
庁
１
階
）、
ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

国保だより
こんなとき 届け出に必要な物

国
保
に
加
入
す
る
と
き

他の市区町村から転入したとき 印鑑、他市区町村の転出証明書

職場などの健康保険をやめたとき 印鑑、健康保険をやめた証明書

職場などの健康保険の被扶養者で
なくなったとき 印鑑、被扶養者でなくなった証明書

子どもが生まれたとき 印鑑、母子健康手帳

生活保護を受けなくなったとき 印鑑、生活保護廃止通知書

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市区町村へ転出するとき 印鑑、保険証

職場などの健康保険に加入したと
き 印鑑、国保と職場の保険証

（職場の保険証が未交付のときは加
入した証明書）職場などの健康保険の被扶養者に

なったとき

被保険者が死亡したとき 印鑑、保険証、喪主の通帳、喪主が
分かる書類

生活保護を受けるようになったと
き 印鑑、保険証、生活保護決定通知書

そ
の
他

転居したとき

印鑑、保険証世帯主が変わったとき

世帯を分けたり、一緒にしたとき

子どもが修学のため、別に住所を
定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書など

保険証をなくしたとき、または汚
れて使えなくなったとき 印鑑、使えなくなった保険証

表１

※保険証は、運転免許証など官公庁が発行した写真付き証明書で本人と確認でき
る場合にのみ、窓口で交付します。それ以外は郵送します。

加
入・脱
退
の
手
続
き
は
早
め
に

問
保
険
医
療
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
５
０

　
税
制
収
納
課︵
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て
︶

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
３
５

　
市
民
税
課︵
保
険
税
の
税
額
に
つ
い
て
︶

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
３
１

 ジェネリック医薬品による
 医療費削減報告

●９月分の削減効果
切り替えた人数   3,825人
削減された金額   893万5,081円

　国保では、ジェネリック（後発）医薬品
に切り替えた場合に、自己負担の削減額
が大きい人へ通知をしています。
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４
月
12
日（
日
）は

広
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

投
票
日
で
す

　
４
月
12
日（
日
）は
、
広
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
こ
の
選
挙
は
、
身
近
な

県
政
に
参
画
す
る
私
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
よ
く
考
え
て
、

１
票
を
大
切
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
投
票
所
入
場
券

　
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
郵
送
し
ま
す
。
投

票
所
な
ど
記
載
内
容
を
確
認
し
、
各
人
ご
と

に
切
り
離
し
て
投
票
所
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
無
投
票
に
な
っ
た
場
合
は
郵
送
し
ま
せ
ん
。

※
入
場
券
が
な
い
場
合
、
運
転
免
許
証
な
ど

の
身
分
証
明
書
を
用
意
し
、
投
票
所
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
３
月
21
日
以
降
に
市
内
で
転
居

し
た
人
は
、
前
の
住
所
地
の
投
票
所
に
な
り

ま
す
。
入
場
券
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
の
時
間・場
所

　
投
票
時
間
は
７
時
～
20
時
で
す
。久
井・大

和
地
域
は
、
全
投
票
所
と
も
７
時
～
19
時
で

す
。

　
投
票
時
間
が
異
な
る
投
票
区
は
表
１
の
と

お
り
で
す
。

※
投
票
時
間・投
票
所
の
場
所
は
、入
場
券
に

記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

■
県
内
に
転
出
し
た
場
合

　
三
原
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
投

票
す
る
日
ま
で
に
県
内
の
他
の
市
区
町
に
転

出
し
た
人（
１
回
に
限
り
）が
、
三
原
市
で
投

票
す
る
場
合
は
、
三
原
市
か
転
出
先
の
市
区

町
長
が
発
行
す
る「
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る

旨
の
証
明
書
」（
無
料
）、ま
た
は
住
民
票
の
写

し
が
必
要
で
す
。

■
期
日
前
投
票

　
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
都
合
で
、
投
票

日
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

時�　間　８時30分～20時
※土・日曜日も投票できます。
用意する物　投票所入場券

投票区名 投票開始時刻 投票閉鎖時刻
登 　 　 町

7：00
18：00

向 　 　 田
須  ノ  上
佐 　 　 木
小  佐  木 16：30

投票区名 投票開始時刻 投票閉鎖時刻
本 郷 第 一

7：00

19：00
本 郷 第 二
船 木 河 内 谷 18：00
船 木 中 筋

19：00
船 木 平 坂
船 木 芋 堀 8：00 16：00
下 北 方

7：00
19：00

上 北 方
善 入 寺
南 方 第 一
南 方 第 二
南 方 第 三
南 方 日 名 内 18：00

期日前投票所 期　　　間
市役所本庁舎議会棟１階 ４月４日（土）～11日（土）

本郷支所１階
４月５日（日）～11日（土）久井支所１階

大和支所１階

表１　投票時間が異なる投票区

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
８
４
８・67・６
１
４
０

投票所入場券
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